
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立浦和大里小学校 ）     学校番号 ３３                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 夢と希望をもち、人間性豊かで心身ともにたくましい子を育成する学校 ～認め合い・学び合い・共に育つ～        

          

重 点 目 標 

１ 情報端末を活用した「個別最適な学び」の実現と、集団で学ぶよさを生かした授業改革 
２ 「認め、褒め、励ます教育」の実践による、児童の自己肯定感の育成 
３ 保護者・地域との信頼関係のもと、コミュニティ・スクールとしての方策の共有と行動 
４ 教職員一人一人が自らの力を発揮し、生き生きと働くことができる職場づくり 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 
  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

〇全国学力・学習状況調査では、国語、算数とも

に全国、市平均と比べおおむね良好な結果であ

る。 

〇自らの興味があることについて調べ、プレゼン

テーションすることに意欲的に取り組む児童が

多い。 

＜課題＞ 

〇全国学力・学習状況調査の結果から、「国語が

すき」「算数が好き」の問いに対する肯定的な

回答が全国、市平均より低い。また、無回答率

も高いことから、難しいことに挑戦したり、学

習に主体的に取り組んだりする意欲をはぐくむ

授業改善が求められる。 

〇全国学力・学習状況調査の結果を個別にみる

と、知識・理解の定着が不十分な児童がいる。 

・個別最適な学

びに向けた、

タブレット端

末を活用した

授業改善 

 

 

 

①ドリルパークやスタディサプリなどの

学習の取組状況を基に学習相談を実施

し、児童が目標をもって自ら調整しな

がら学習を進めることができるように

する。 

②学びのポイントを明記した指導案によ

り、情報端末の活用を必須とした授業

を、全教職員が年２回以上公開し学び

合う。 

①全児童に対して、学期に２回以上、学

習の取組状況をもとにした学習相談を

行うことができたか。 

 

 

②年２回、学びのポイントを明確にした

公開授業を全教員が実施することがで

きたか。 

①高学年においては学習の取組状況を確認

し、月に 1 度程度助言を行うことができ

た。低・中学年においては、毎日の宿題を

きちんと提出させる指導にとどまった。 

②全教員が年２回以上の公開授業を実施する

ことができた。各授業において、「学びの

ポイント」を踏まえ、児童用タブレットを

活用した授業を実施した。 
 

B 

・自ら調整しながら主体的に学ぶ力を

高めるため、新たに研究テーマを定

め、沼影小学校と連携しながら取組

を進める。 

・全国学力・学習状況調査やさいたま

市学習状況調査の結果や課題を踏ま

えた授業改善のため、引き続き、全

教員の２回以上の授業公開に取り組

む。  

・小学校では「基礎」を鍛えて

ほしい。決められたことをきっ

ちり行う力をつけることが大事

で、主体性はそのあとの段階と

考えている。宿題をきちんと提

出させる指導は重視してよい。 

・立ち歩く児童がいる。興味を

高める授業づくりは大切であ

る。 

・家庭学習は「定着」なのか

「発展」なのか目的を明確にす

るとともに、家庭でもやったこ

とがしっかり確認ができる形で

あるとありがたい。 

・総合的な学習の時間の改革は

とてもよい。 

・学ぶ意義や楽

しさを実感す

る「総合的な

学習の時間」

の実施 

 

 

 

①探究的な学びの過程で、外部人材とと

もに学ぶ活動を計画的に実施する。 

 特に、５年 SDGｓ、３年私たちの町に

おいて、継続的に外部人材とかかわり

ながら進める。 

②試行錯誤しながら協働的に学ぶ

「STEAMS TIME」を展開する。 

 

①総合的な学習の時間に、外部人材とと

もに学ぶ活動を取り入れた取り組みを

計画通り実施できたか。 

 

 

②「STEAMS TIME」実施後の児童アンケ

ート「『STEAMS TIME』は楽しい」の

肯定的な回答を８割以上とする。 

①３年と５年の総合的な学習の時間に、地域

の方や外部組織に協力いただき、SDGｓ、地

域学習について、児童の主体的な活動をダ

イナミックに実施することができた。 

②「STEAMS TIME」実施後の児童アンケート

「『STEAMS TIME』は楽しい」の肯定的な回

答は８９％だった。 

A 

・今年度、全面改訂したカリキュラム

の留意点を記録に残し、次年度に引

き継ぐ。 

・楽しい『STEAMS TIME』を維持しつ

つ、児童のどのような資質・能力を

伸ばすのか明確にしたカリキュラム

へ改善したい。 

2 

＜現状＞ 

○学校評価において「自分にはよいところがある

と思う」の児童の肯定的な回答が８７％であ

る。また、「学校は子どものよさを認め、励ま

している」の保護者の肯定的な回答は８５％で

ある。 

○昨年度、学校管理下でのけがで医療機関を受診

したけがは６３件であり、増加傾向にある。 

＜課題＞ 

○コロナ禍によるストレスや不透明感、生活の変

化が児童の心身に与える影響が大きいことか

ら、今後も、児童一人ひとりの状況を的確に把

握し、適切なタイミングで組織的に支援してい

く体制づくりが課題である。 

○教職員の死角になる場所が多い。児童の安全に

係る点検を確実に実施するとともに、児童自ら

危険を予測したり回避したりする力をはぐくむ

必要がある。 

・児童一人ひと

りのニーズに

応じた支援に

向けた校内体

制の充実 

 

 

 

 

①「認め・褒め・励ます」声掛けについ

て全教職員で共有し、実施する。 

②家庭と協働による道徳教育を実現する

ため道徳の授業公開を行う。 

③教育支援・相談に係る校内委員会でＩ

ＣＴを活用し、蓄積した情報を基に

児童の状況を細やかに把握、分析

し、適切なタイミングで組織的に支

援を行う。 

①学校評価に係る児童及び保護者アンケ

ートで、関連する項目の肯定的な回答

の割合が９割以上となったか。 

②全学級で道徳の授業公開ができたか。 

③学校評価に係る児童及び保護者アンケ

ートで、関連する項目の肯定的な回答

の割合が９割以上となったか。 

①学校評価において、児童「自分にはよいと

ころがある」の肯定的な回答が 87.9％、保

護者「学校は子どもの良さを見つけ伸ばそ

うとしている」90.8％の肯定的な回答を得

た。 

②全学級で道徳の授業公開もしくは、保護者

と連携した道徳授業を実施した。 

③保護者アンケート「学校は保護者から寄せ

られた具体的な相談や要望を把握し、適切

に対応している」90.1％の肯定的な回答を

得た。 

A 

・よい評価をいただいた一方で、「が

んばったことや良いところを褒めた

り励ましたりしてもらっていない」

と答えた児童が１割いた。教職員に

「コーチング」研修を行い、「認

め・励ます」指導の在り方について

徹底する。 

・引き続き、児童の様子をよく観察

し、保護者への迅速な連絡と相談体

制を確立する。 
 

・中学校では自己肯定感が低い

と聞いた。努力をよくほめる、

係活動等自己有用感を感じられ

る取組を充実させるなど、小学

校で根気強く自己肯定感を高め

ていてよい。 

・市民会議では「ほめよう，形

にしよう」という取組がある。

ぜひ利用してほしい。 

・小・中一貫教育の研究授業を

みたが、とてもよかった。子ど

も自身が通学路の安全につい

て、家に帰ってきてからも問題

意識をもって語っていた。その

ような授業を続けてほしい。 

・倒木のニュースがあった次の

日には校庭の点検をするなど、

対応が素早くてよい。 

・施設・設備の

管理の徹底に

よる安全な生

活の実現 

 

 

 

①校内けがマップを作製し、発生場所、

件数、原因を児童と共有する。 

②月 1 回の安全点検や校内巡視で判明し

た瑕疵は、事務担当や業務担当と連

携を取り、毎月 1 週間以内に対応す

る。 

 

①学校評価に係る児童のアンケートで、

「安全に気をつけて生活している」の

肯定的な回答の割合が９割以上となっ

たか。 

②安全点検で判明した瑕疵について、1

週間以内に対応に着手できたか。 

①「安全に気を付けて生活している」の児童

の肯定的な回答の割合は 95.9％となった。 

②安全点検で判明した瑕疵は、１週間以内に

対応に着手できた。 B 

・児童は「安全に気を付けて生活して

いる」とアンケートに回答している

が、廊下や階段、校庭の使い方など

で継続して指導が必要な状況であ

る。安全部を中心に、児童自身が安

全に気を付けて生活する力を付ける

よう指導を進める。 

3 

○昨年度、本校学校運営協議会を立ち上げ、目指

す児童の姿について熟議を積み重ね、「自ら課

題を見出し、協働して解決していく児童」を地

域全体で育てていくことを共有した。 

＜課題＞ 

○目指す児童像の実現に向けた方策を、学校、地

域、家庭それぞれで定め、継続的な行動に向け

て取り組みを開始する必要がある。 

・目指す児童像

の姿を地域で

共有するため

の、教育活動 

 の公開 

①学校ホームページに、教育活動や児童

の活動の様子を発信するページを作成

し、月 3 回以上更新する。 

②学校だよりにおいて地域や保護者に学

校の情報提供を行い、学校の教育活動

や児童の成長に関する関心を高める。 

①ホームページを月 3 回以上更新できた

か。 

②学校評価にかかる保護者アンケート

で、「児童の様子や学校の取組がわか

る」について肯定的な回答が９割以上

となったか。 

①ホームページはほぼ毎日更新し、閲覧数は

５万件を超えた。 

②学校評価保護者アンケートで「学校の取組

や成果等の情報公開に努めている」では、

94.0%の肯定的な回答を得た。 

A 

・毎日のブログの更新が大変好評のた

め、継続して行う。 

・手紙について、電子化の要望も出て

おり、確実に保護者に連絡が届く方

法について検討したい。 

 

・ブログでは、日常の取組がよ

くわかる。中でも、子どもの願

いを形にしていくプロセスが分

かってとてもよかった。 

・子どもが主役であるので、子

どもの声をききたい。 

・配布物の電子化はぜひ進めて

ほしい。紙の手紙では家庭に届

かない場合がある。ＰＴＡもそ

の形にしていく予定である。 

・目指す児童像

の実現のため

の、学校・家

庭・地域の具

体的方策の決

定と行動 

①学校・家庭・地域・児童による目指す

子ども像実現に向けた「アクションプ

ラン」を作成する 

②学校ホームページに学校運営協議会の

情報を発信するページを作成し、目指

す児童の姿等を広く共有する。 

①アクションプランを作成できたか。 

 

②学校運営協議会の情報発信ができた

か。 

①学校・家庭・地域・児童それぞれが、目指

す子ども像実現に向けた取り組みをまとめ

た「アクションプラン」を作成できた。 

②学校運営協議会だよりを作成し、保護者・

地域に配布するとともに、ＨＰでも見られ

るようにした 

A 

・アクションプランについて、修正を

加えながら、確実な実施を進める。 

・学校運営協議会に子どもの参加を検

討したい。 

4 

＜現状＞ 

○ＩＣＴ機器の効果的な活用方法について、エバ

ンジェリストが中心となり研修を重ねている。 

○全教員の年 3 回の公開授業を中心に据えた研修

を進めている。 

＜課題＞ 

○ＩＣＴの活用について、教員間で取組の差が見

られる。情報共有を図り、だれでも活用できる

ようにする必要がある。 

○熱心に授業準備を行うために、時間外在校時間

の平均が４０時間超える月がある。 

・一人ひとりが

もてる力を発

揮し、協働で

きる教職員集

団の構築 

 

 

 

 

 

①毎月１回 ICT 機器の活用について実践

的な研修を実施する。また、共有のフ

ォルダを活用し、個人で作った教材や

教育委員会から出された教材を誰もが

活用できるようにする。 

②健康を維持し、自らの資質を高める時

間を確保するため、業務の整理をし、

効率的な働き方にむけて毎月自らの記

録表を見ながら振り返る。 

①ICTを活用して効率化を図る業務を 

 新たに実施することができたか。 

 

②すべての教職員が業務改善に取り組

み、学校評価に係る教職員アンケート

で「業務改善・働き方改革」について

肯定的な回答を８割以上にすることが

できたか。 

 

 

①各種アンケートは ICTを活用して効率化を

図ることができた。また、授業での活用が

進み、データで課題提出を行う場面もでて

きた。 

②会議の精選や学期末ノー会議週間など、効

率的な業務推進の環境整備に取り組み、学

校評価に係る教職員アンケート「業務改

善・働き方改革」について肯定的な回答は

76.7%となった。 

B 

・学習ログが残り、個別最適な学びに

も活用しやすいため、ICT 機器活用を

より強力に進めたい。 

 

・職員の事務作業を行う時間の確保

と、事務作業の削減の両面から環境

をさらに整えたい。 
 

・校庭開放の夜の部で学校に来

ているが、先生方の帰りは確実

に早くなったと感じている。 

・子どもの前に元気で立てるよ

うに、また、良い授業ができる

ように、精選と集中をバランス

よく行ってほしい。 

 

 
 



令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立浦和大里小学校 ）     学校番号 ３３                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 夢と希望をもち、人間性豊かで心身ともにたくましい子を育成する学校 ～認め合い・学び合い・共に育つ～        

          

重 点 目 標 

１ 一人ひとりの Well-Beingを保障する学校をつくる。 
２ 地域とともにある学校を実現する。 
３ 安全で清潔な学校をつくる。 
４ 自分で考える、自分で決める活動を意図的に取り入れ、「真の学力」を育成する。 
５ ワークライフバランスを整え、一人ひとりが自らの力を発揮し、伸ばしあう教職員集団をつくる 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 
  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

○全国・学力学習状況調査において、「学校に行く

のは楽しい」の質問に肯定的に回答した児童の割

合は全国を上回っている。 

○様々な要因によりストレスを抱えている児童がい

る。 

＜課題＞ 

○児童一人ひとりの状況を把握し、適切なタイミン

グで組織的に相談・支援していく体制を継続して

いく必要がある。 

○決められたことには取り組むが、自らのアイディ

アを表現したり、自ら計画を立てて取り組んだり

することに消極的な児童がみられる。 

・主体的に活

動する児童

の育成 

１ 児童のよさに着目する「努力を認め励

ます」教育を推進する。 

２ 成功のなぜを問い、失敗の次を聞く指

導を徹底する。 

３ 委員会活動を中心に、自らのアイディ

アを実現する機会をもつ。 

１ 学校評価「自分にはよいところがある

と思う」の児童の肯定的評価を維持で

きたか（R5:87％） 

２ 委員会活動において、自らのアイディ

アによるキャンペーンを実施できた

か。 

 

 

 

  
・児童一人ひ

とりへの細

やかな教育

支援・相談

にかかる組

織的な対応

の充実 

１ 児童の SOS を見逃さないため、スクー

ルダッシュボードを複数の教員で確認し

対応する。 

２  落ち着いた環境で安心して学べる

Solaルームの環境を整える。 

３ 生徒指導・教育相談部会を定期的に開

催し、情報端末を活用して指導の蓄積や

分析を行う。 

１ スクールダッシュボードを活用して児

童の状態をとらえる仕組みを整えられた

か。 

２ Sola ルームの環境を整え、利用方法

を周知したか。 

３ 生徒指導・教育相談部会を定期的に開

催したか。 

   

2 

＜現状＞ 

○学校運営協議会で、地域、家庭、学校、児童それ

ぞれが、学校教育目標に向かってできることをア

クションプランにまとめた。 

＜課題＞ 

○コロナ禍を経て、地域の方を授業に招く実践が減

少した。 

○地域の一員として、地域や社会をよりよくするた

めに何かしたいという意欲を育む必要がある。 

・浦和大里地

区の子ども

たちの健全

育成 

１ 学校運営協議会に児童が参加し、意見

を述べる場をつくる。 

２ 地域、家庭、学校、児童それぞれが、

学校教育目標にむかってできることを

まとめたアクションプランに基づき、

進捗状況や成果などを話し合う。 

１ 学校運営協議会に児童が参加し意見を

述べることができたか。 

２ 学校評価「地域や社会をよくするため

に何かしてみたいと思いますか」の 5～

6 年 児 童 の 肯 定 的 評 価 の 向 上 。

（R5:77％) 

   

  ・目指す子供

像を家庭や

地域と共有

するための

教育活動 

 の充実 

１ 保護者や地域が学校教育に積極的にか

かわる仕組みとして、ボランティアを募

り、組織化する。 

２ 地域をフィールドとした教育課程を編

成し、実施する。 

３ 学校ホームページを週３回以上更新す

る。 

１ 学校評価「地域の教育資源の活用」の

教職員の肯定的評価の向上(R5:63.7％) 

２ 地域をフィールドとした教育課程を実

施できたか。 

３ 学校ホームページを週 3 回以上更新で

きたか。 

   

3 

＜現状＞ 

○予算委員会を実施し、目的を明確にした購入計画

を立て、計画的に予算を執行している。 

○数年間使用していない物品が校内に点在してい

る。 

＜課題＞ 

○落ち着いた環境づくりのため、教職員による施設

設備の安全点検や整理整頓を確実に行うととも

に、児童自らが生活環境を整え、安全意識を高め

る力を育む必要がある。 

・教育環境の

整備 

１ 不要なものの廃棄を積極的に行い、整

理整頓する。 

２ 安全点検や校内巡視で判明した瑕疵

は、事務担当や業務担当と連携をとり、

未対応を 0とする。 

１ 職員室や教材室を誰もが検索しやすい

状態にできたか。 

２ 安全点検や校内巡視で判明した瑕疵に

対し 1週間以内に対応できたか。 

   

  
・安全に生活

しようとす

る児童の育

成 

１ 整備された空間を維持するために清掃

の仕方を身につけさせる。 

２ 安全に関する内容を特別活動の年間計

画に組み込み、自分事として考える授業

を実施する。 

１ 日常の清掃状況を把握し、美しい生活

環境が維持できたか。 

２ 学校評価「安全に気を付けて生活して

いる」の児童の肯定的な評価の維持

（R5:95%） 

   

4 

＜現状＞ 

○全国学力・学習状況調査では、国語・算数ともに

全国平均と比べ良好な結果である。 

○学習意欲・学力ともに個人差が大きい。 

＜課題＞ 

○ICT 活用状況のデータ等を用い、学力の現状をと

らえ、個別の支援を講じるとともに、自らが、自

分の課題を見出せるよう支援する必要がある。 

○学んできたことを生活に生かすことができること

を実感できるよう、教員の働きかけが必要であ

る。 

・真の学力の

育成 

１ 「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の一体的な充実を目指した授業改善

を研究する。 

２ 全教員が、学習の質的向上を目指し、

年３回以上の公開授業を、ＧＩＧＡ端末

の活用を必須として実施する。 

１ 学校評価「主体的・対話的で深い学

び」を実現する授業により、確かな学力

ややり抜く力を育んでいる」の職員の肯

定的評価が向上したか。（R5:79％） 

２ 年３回の公開授業を GIGA 端末を効果

的に活用して実施したか。 

 

 

 

  ・学び続ける

児童の育成 

１ 家庭学習でドリルパークやスタディサ

プリの活用を促すとともに、学習履歴を

確認して学び方の指導を進める。 

２ 総合的な学習の時間を核として、学び

を生かして活動する場面を充実させる。 

１ 学校評価「課題の解決に向けて自分で

考え、自分から取り組んでいたか」の 5

年生以上の肯定的な回答が向上したか

（全国学テ R5:83％） 

２ 学習の振り返りの記述に、自分の成長

の気づきや今後さらに追及したいこと等

への記述が増えたか。 

 

 

 

5 

＜現状＞ 

○時間外在校時間の平均は 36時間程度である。 

○教職経験年数の平均が 4.4 年である。 

＜課題＞ 

○年度当初や学期初め、終わりなど、事務作業が激

増する時期に時間をしっかり確保する必要があ

る。 

○悩みを気軽に相談したり協働したりできる人間関

係づくりが必要である。 

・生き生きと

働き続ける

教職員集団

づくり 

１ 時数を整理し、学期初めの 4時間授

業、学期終わりの放課後フリーを実現

し、事務作業を行う時間を確保する。 

２ 専科を学年の副担任として配置し、児

童を多くの目でみたり、協働したりしや

すい状況をつくる。 

３ 年休の計画的な利用を促進するため、

個人申告による年休取得計画をたてる。 

 

１ 学校評価「ワークライフバランスの配

慮がなされ、自らの資質を高める時間を

とることができる」の職員の肯定的評価

が向上したか（R5:73.7％） 

２ 学校評価「職場で教職員が協働し合う

体制が整っていると感じますか」の職員

の肯定的評価が向上したか（R5 教員等

の勤務に関する意識調査 75％） 

 

 

 

  

 


